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2026年 6月 6日 

社会福祉法人あおば福祉会 

おひさま岡町保育園 

2025年度（第 25年度）事業報告 

はじめに 

2025年度より管理職が交代し、新体制でスタートしました。これまで積み重ねてきた保育を大切にするととも

に、更に、職務分掌表等で役職や各リーダーの役割を明確にして、各々が意識し自覚を持つことで組織的な育成

を図りました。また、年４回のまとめの会では、場面記録を基にこどもの姿を語り合うことで大きな学びとなり

ました。こどもの思い、大人の願いを出し合いながら、職員一人ひとりが自分たちの創りたい保育を創造し、こ

どもの育ちが実感できるような保育を語り合うことができました。今後は、実践として積み重ねていきたいです。 

2025年度 4月に、25周年の節目を迎えました。25周年記念行事として、保護者と共に「祝う集い」を開催し、

これまで関わっていただいた園長先生や職員の方々、卒園児など、多くの方々が在園児とともにご参加いただき

ました。25年のおひさま岡町保育園や法人の歴史を振り返ることができ、歴史を知ることで、保育園が在ること、

こどもをまん中につながることが、保護者にとっても、保育者にとっても、より大きな喜びとなりました。これ

からも、こどもも大人も幸せが実感できる保育園づくりに努めていきたいと思います。 

 

◆大切にしたい保育内容・特徴 

 昨年度に引き続き、食育・身体づくり・表現の 3 つの柱を基に、さらに年齢に応じて育ってほしい姿に向けて

取り組んでいきたい 5 つの領域の活動に食育を合わせ、5 つの会(食育・集団づくり(人間関係)・身体づくり・こ

とば・表現)と環境委員会を創設しました。日常のこどもの姿を出し合いながら語り合い、学ぶ場となりました。 

 園外保育では、心身ともに豊かさを生む自然の中での川遊び、農業体験では土に触れながら田植えや稲刈り、

そして、芋ほりも経験しました。次年度も楽しい経験となるよう計画立てていきたいと思います。 

 

１ こどもの入園予定 

定員：90名（3歳以上児 45名・3歳未満児 45名） 

０歳児 15名 0名 12 12 12 15 15 15 15 15 15 15 15 14 170

１歳児 15名 0名 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180

２歳児 15名 1名 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180

３歳児 15名 0名 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180

４歳児 15名 0名 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180

５歳児 15名 1名 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 192

合計 90名 2名 88 88 88 91 91 91 91 91 91 91 91 90 1082

7月年齢 定員 4月 5月 6月障がい児 2月 3月 合計8月 9月 10月 11月 12月 1月

 

※豊中市の表記による 

一時保育事業 

0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 5 7 19

21 34 33 34 34 52 57 45 42 44 39 58 493

18 9 12 13 9 11 13 11 10 12 12 13 143

8 2 3 1 0 2 0 0 2 1 0 3 22

47 45 48 48 43 65 70 56 56 62 56 81 677

７月４月 ５月 ６月利用年齢 ２月 ３月 合計８月 ９月 １０月１１月１２月 １月

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児以上

利用延べ人数

 

２ 職員体制と職員の状況       民間給与改善費適用＝１人当たり平均  10 年  

令和 7 年度 4 月 1 日現在 正規平均年齢 33.11 歳 全職員 42.歳 

 

正規職員・・・・・・ 18 名  園長 1 名 総主任 1名（栄養士） 副主任１名 保育士 15名 
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  年月日 異動先・その他 

退職者 保育士 令和 8 年 3 月 31 日  

パート職員・・・・・・ 24名 

常勤パート職員       14名  保育士 7名 看護師 2名 栄養士 1名 調理員 2名 保育補助 2名  

短時間パート職員     10名  保育士 1名 栄養士 1名 調理員 1名 保育補助 6名 事務員 1名 

安全管理・・・・・・・・2名  シルバー人材センター 2名 

嘱託医・・・・・・・・・4名  小児科 なんばこどもクリニック  難波 直樹 医師 

歯 科 カワムラ歯科診療所    河村 忠成 医師 

                眼 科 安藤眼科         安藤 誠  医師 

                耳鼻科 野口耳鼻咽喉科      野口 春彦 医師 

 

３ 子どもの安全と健康・危機管理 

（１） リスクマネジメント・危機管理学習会と事故・災害対応に努める。 

① 安全計画に基づき、非常対策訓練及び消火訓練は毎月実施してきた。事前会議を行うことで、訓練のねら

いや動きを確認してきたが、訓練後の振り返りも行い共有していく。BCPの定期的な見直しに取り組む。 

② 感染症対策は、拡大を防ぐため、処理の方法を再度確認し、研修会を行った。マニュアル（危機管理・保

健・アレルギー）を使い、年間を通し学習や訓練、ＡＥＤ・心肺蘇生・エピペン講習を実施した。 

③ 乳幼児突然死症候群（SIDS）の防止に向けた 5分チェックの徹底等に取り組んでいる。 

④ ヒヤリハットやインシデント・アクシデント等、具体的事例を通し事故防止につなげていく。 

⑤ 地域と連携を図り避難協力体制を確認し、非常出口からの避難想定訓練や小学校との連携訓練を行った。 

⑥ 地域の公園の危険な箇所を発見した際に、速やかに市へ報告し対応依頼を行い、行政とも連携していく。 

（２） 子どもの権利を守る保育を追求する。 

① 子どもの権利擁護や子どもを尊重した保育、児童虐待防止に関し、全職員の学びを年 2 回実施するととも

に、保護者への周知徹底に向け、園だより 5月、11月に特集を組み、相談体制を設けている。 

② 人権の観点から乳幼児における性教育やジェンダーについて園内学習を行った。 

③ プライバシーの観点から園内研修を実施し、保護者と考えあう機会を設けた。 

（３）より良い保育環境・労働環境を実現する。 

① 乳・幼児会議では、施設、遊具の使い方、ルール等の確認を行っていく。 

② 保健・安全・防災委員会（環境づくりの会）を中心とし、リスクマネジメントに関する意識を高め、毎月

の安全点検を行っている。 

③ 衛生推進者（看護師）を中心にマニュアルの見直しや徹底、保護者への働きかけを行っている。今後は、

安全衛生管理者の取得に努める。 

④ 積極的な年次有給休暇取得やノンコンタクトタイムの確保ができるよう職員の労働環境を守っていく。 

 

４．保護者の願いに応え、子どもと共に育ちあう関係を大切に 

（１）法人理念や基本方針に基づきながら、地域や保育園の規模など特性を生かした保育を行う。その中で保護 

者の要求や願いに応え、ともに育ちあう関係づくりに力を入れる。 

① 子どもや保護者が意見を述べやすい環境整備とアンケート実施による意見やニーズの把握に努め、保護者

会と連携を図り環境整備に取り組んでいる。 

② 保護者の要望を聞き取り、検討した年間行事や改善要望の実施、親睦・交流など、共感を深められるよう

取り組む。（親子リズム・子育て講演会・親子遠足・運動会・キラキラフェスティバル・生活発表会等） 

③ 年間を通じて、集会・合研等の学びにつなげ、子育て支援につなげていく。また、保護者の要望から誕生

したバレーボール大会やCafé、お料理会など継続して交流の場を維持していきたい。また。25周年行事で、

和太鼓、エイサーも保護者とのつながりができたので今後も取り組んでいく。 

④ 卒園児の同窓会開催、ボランティア受入れ実施、卒園後の相談についても行っている。【文書発行】 

⑤ 子どもの権利擁護や子どもを尊重した保育について、おたよりを発行し、児童虐待防止に関しても要配慮

家庭や虐待等権利侵害が疑われる家庭に対し、個別面談を実施し、こども安心課、保健師との連携を図る。 

⑥ 25周年記念事業に向けて、これまでの歴史を振り返るとともに、子ども、保護者、職員のそれぞれの思い
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や願いを語り合い共有し開催することができた。 

 

５．地域に根差し、地域に必要とされる保育園をめざして（地域貢献事業） 

（１）地域に開かれた保育園を目指し、地域貢献事業にとりくむ。 

① 豊中市子育ち・子育て応援アプリ『とよふぁみ by 母子モ』を引き続き活用し、地域にある保育園として

地域活動の発信と、子育て支援に積極的に関わっている。 

② 地域サークル支援として、子育てサロン『さくらんぼ』(年 2～3 回) 園内の子育てサロン『ぽっかぽか

クラブ』でサークル支援を行っている。地域の『ひと・まち・であい夏まつり』に参画し、卒園児とのつ

ながりの場にもなっている。 

③ 民生委員等も参画する地域ネットワーク会議に参加し、地域の状況を把握し、経営課題や分析した内容を

事業につなげている。 

④ 園庭開放、親子食堂、離乳食・給食試食会、赤ちゃんの駅事業、子育て相談・地域相談等を実施した。 

⑤ 豊中市『マイ子育てひろば』に参加し、地域の子育て支援の役割を担っている。毎月参加される方もいる。 

（２）地域の教育機関・施設との連携を行う。 

① 幼保こ小連絡協議会への参加、地域福祉ネットワーク会議、社会福祉協議会の交流会に参加した。 

② 豊中市こども安心課や中部保健センター、児童相談所と連携し、定期的な観察記録を実施し、モニタリン

グ対象児の継続的な見守りを行っている。 

③ 社会資源（伝統芸能館・図書館・幼保こ小・リサイクルプラザ・岡会堂）を活用した保育の充実をめざす。 

（３）地域にとって大切な社会資源としての保育園をめざす。 

① 実習生・ボランティアを受け入れ、未来の保育士養成や地域の社会資源としての役割を果たしていく。 

② 近隣の要望や意見を聞き、地域に必要とされる保育園をめざす。 

③ ホームページ更新に伴い、子育て情報を発信していく。 

 

６．職員の資質向上をめざして 

（１）研修計画に基づき、職員一人ひとりの目標が達成できるよう面談を実施する。 

① 新採用面談（6月：専門リーダー）（9月：理事）、職員面談（7月・2月：管理職）を実施した。 

② 保育の質の向上につながる職員アンケートを年 2回（夏・冬）実施した。 

③ 自己目標について、おもいを共有し、年齢・領域別に必要とされる専門知識や技術を身につけけるととも

に意識を高める。 

④ 年に１回の保育園の自己評価を行い、評価結果に基づき、計画に反映している。 

（２）「実践」と「学習」が結びついた研修を実施する。 

① 年 4 回のまとめの会議の中で保育実践や 5 つの会と委員会での学びを語り合っている。 

（３）北支部内の施設連携を図り、園内外研修参加の援助を行う。【研修計画】 

 ① 各施設と連携し、あそび・文化・ことばに着目し、学ぶ機会を今後もつくっていきたい。 

② 「発達障がいの理解」研修／観察／面談 講師：松岡太郎氏（前豊中市保健所長）・年4回 

 ③ 「身ぶり表現の実践」「乳児保育」講師：青井郁美氏（神戸大学・人間発達環境学研究科） 

（４）保育実践提案 

① 提案 第 57 回全国保育団体合同研究集会（群馬）「３歳児保育」 2 名参加                    

（５）他施設との交流を通して学び合う。 

① 姉妹園との交流、校区内の保育園との５歳児交流、・こども財団主催の研修へ参加した。 

② 姉妹園の園内研修に積極的に今後も参加していきたい。 

（６）職員の働きやすい環境づくりの整備に取り組む。 

① 職員のワークライフバランスの充実に向け、有給休暇の消化率の向上や働き続けるための休憩時間の保障、

ノンコンタクトタイムの事務時間の保障を毎週計画的に行っている。 

② 職員採用に向け、新卒 5年目までの職員を対象に、一緒に訪問し母校に実習生や採用希望者を募っている。 
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７ 中長期計画に関わって  

（１）人材育成 

① 園長・総主任・副主任 3名で運営に責任を持ち、代表者会議 8名で運営した。 

② 新採用職員も含め 5年目未満の職員に対し、個別目標を明確にし、園内外の研修受講の充実に努めた。 

③ 次世代育成に向けて、中堅職員の役割を明確にすると共に、意識づけながら、キャリアアップ研修の受講

を進めた。 

④ 北支部豊中・吹田地域での連携を図り、会議や行事等を通して管理職の育成に努めた。 

 

（２） 施設整備                                     

・保育室フロアコーティング(ホール、0、0・1歳児クラス)           50万円 

・施設車輌購入                              110万円 

 

（３） その他 

・保育の専任主任を配置し、保育の質の向上をめざし、乳児保育のさらなる充実に努めた。 

 ・25周年記念行事に向けて保護者会と協議を行った。 

 ・0歳児の増加についての検討を行い、要望に応え、次年度より増員を図り受け入れた。 

 ・岸部保育園の建て替えに伴い、保育所施設設備整備積立より 40,000,000 円を取り崩し、繰り入れを行った。 

 

8 その他添付資料 

（１）年次有給休暇取得状況 

 正規職員 パート職員 

本年分 累積 本年度分 

① 平均保有日数 16.7 25.5 13 

② 平均取得日数 13.4 14.9 11.2 

取得率（②/①） 80.2％ 58.4％ 86.2％ 

 

（２）職員研修一覧 

研修の名称 

研修の内容 
参加研修名 

施設長研修 

（人事・労務・経理・制度等） 

社会福祉経営トップセミナー 法人本部業務担当者交流会 

政策部会 財務学習会 次世代管理職員育成研修  

全国福祉経営研究交流会 in九州 

北摂ブロック保育部会年末研修 経営実態調査 

経営職育成ゼミナール 新年合同研修会 

法人経営危機管理経験交流会 

保育士等キャリアアップ研修 

（乳児・幼児・マネジメント等） 

キャリアアップ研修 

（ 乳児保育・保護者支援・食育・幼児・マネジメント） 

人権研修（府・市） 性教育研修(乳幼児)・人権研修・命を考える集会 

保育士研修 

（自治体・社協・保育士会・他） 

北支部副園長研修 北支部主任研修 こども誰でも通園制度学習会 

教育保育環境ガイドライン研修  

保問研季刊誌交流会 経営懇主任セミナー 

副園長・主任交流会・主任セミナー・地域ネットワーク会議 

全国保育合同研究集会・みんなで保育・子育てを考える集会 

保育問題研究集会(全国・秋の研究集会)・発達講座 

青井先生研修会 松岡先生学習会 

防災研修（防災・救急救命） ・災害、防災研修・救命講習・リスクマネジメントと危機管理 

法人研修 

（歴史・制度・人権・保育内容） 

他園・他施設研修 北支部実践報告研修  

北支部法人研修 人権研修 「声を聴きあう」 
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北支部法人研修      「平和と保育」 

平和研修 

保健研修（市・府・他） 看護師研修会・医療的ケア児 実践研修 

自主研修（分野別） ・劇づくりセミナー・夏季セミナー・ひるぜん・劇 cafe 

年齢別・領域別保育講座保育問題研究会・部会（乳児・音楽・集団づくり・組

織・美術） 

                                      延べ参加人数 559名 

 

（３）地域活動報告 

日程 参加人数 内  容 

4～3月 49人 園庭開放・誕生会・親子クッキング・離乳食試食会など 

10月 25日   20人 おやこ運動会 

延べ参加人数 69名 

（４）実習生・ボランティア受け入れ報告 

＜実習生＞ 

 実習養成校 学校種別 期間 実習日数 受け入れ人数 

1 大阪常磐会短期大学 短期大学 6月 4日～6月 17日 10日 1人 

2 常磐会学園大学 大学 9月１日～9月 12日 11日 2人 

3 箕面学園福祉保育専門学校 専門学校 2月 25日～3月 10日 10日 1人 

合 計 31日   4人 

＜ボランティア＞ 

 今年度のボランティアの受け入れ小学生も含め総数は 34名あった。 

 


